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大学生における孤独感と自己意識1）

静　岡　大　学

諸　　井

問　　　　　題

PeplauらUCLAの研究グループは，孤独感について

“個人の社会的関係のネットワークが願望よりも小さ

かったり不満足なものであるときに孤独感が生起する”

（Peplau＆Perlman・1979）と考え，孤独感の強さを測定

するUCLA孤独感尺度を作成した（Russelletal．，

1980）0その後・この尺度を用いてさまざまな研究が行

われている。

本研究では・先行の諸研究で孤独感との関連が検討さ

れている種々の個人的傾性のうち，自己に関する意識の

状態（以下，自己意識傾向と呼ぶ）のさまざまな側面と

孤独感との関係を明らかにすることを試みる。ここでは，

自己意識傾向として，自尊心，私的および公的自己意識，

社会的不安，セルフ・モニタリング傾向をとりあげ（以

下・セルフ・モニタリングをS－Mと略記する），まず，

これらと孤独感との関係を調べた先行の諸研究で得られ

た結果を検討する0なお，これらの自己意識傾向は，対

自性一対他性の次元上にそれぞれ位置づけられると考え

られる。

①自尊心：自己に対する肯定的な感情である自尊心が

孤独感と負の関係にあることがさまざまな研究で見出さ

れている。

Russellclal・（1980），Jonesclal．（1981），G。SWick＆

Jones（1981），Hojat（1982），Bell＆Daly（1985）は男女

大学生，また，Schultz＆Moore（1984）は男女老人（平

均65歳）で・いずれも高孤独者が自尊心が低いことを認

めている0工藤・西川（1983）も高校生から成人を含め

たサンプルで同様の結果を得ている。

Goswick＆Jones（1982）は，高校生および大学生（高

校時代の自分を想起）を対象として，親，同輩，および

学校に関する感情や態度を査定する40項目の因子分析か

克　　英

ら得られた因子の一つの“劣等感情▼・因子が，高校時代

の孤独感の規定因の一つであることを見出している。

このように，青年期から老人期に至るまで，孤独感と

自尊心とは負の関係にあると考えられる。

②私的自己意識，公的自己意乱および社会的不安：

Fenigsteinetal・（1975）は，自己の内・外の状態に注意

を向ける慢性的傾向として，私的自己意識伯己内部の

考えや感情への注意傾向），公的自己意識伯己を社会

的対象として意識する傾向），社会的不安（他者の存在

によって自己に生じる不快感）の3下位尺度から構成さ

れる自己意識尺度を作成した○これらの自己意識の3側

面と孤独感との関係について次に検討する。

大学生を対象としたJonesg′d′・（1981）は，孤独感が，

男女ともに公的自己意識と正の関係にあり，女子でのみ

私的自己意識と正の関係にあることを見出した。同じよ

うに男女大学生を用いたBell＆Daly（1985）の研究で

は，孤独感は・私的自己意識と正の関係にあったが，公

的自己意識との間には有意な関係がなかった。また，高

校生を対象としたFranzoi＆Davis（1985）の研究では，

私的自己意識は男女ともに孤独感と無関係であった（た

だし，自己開示との関係が研究の焦点であるために他の

尺度は用いられていない）oschultz＆Moore（1984）は，

男女老人の孤独感が公的自己意識とは無関係だが，私的

自己意識と正の関係にあることを認めている。

Goswick＆Jones（1981）は，男女大学生に，自分自身

の感情や反応と他者のそれらとのどちらにより注意を向

けるかをさまざまな社会的状況において査定させ，高孤

独者が他者よりも自己の反応に注意を向ける傾向がある

ことを見出した。しかし，この傾向は女子のほうが男子

よりも強く，Jones′′dJ・（1981）が得た孤独感と私的自

己意識との関係と一致している。

社会的不安についてもいくつかの先行研究がある。

1）本論文作成にあたり，名古屋大学文学部辻敬一郎教授に御指導を賜わ
′　▼▼）　【‘一【1－　‾′　ノ、〃lユ■、‾ノ′ヽ－　▼ハIくトI　　ノロロ

屋大学教養部鈴木正蒲教授および文学部後藤値男助教授の御協力を得た。また，本論文の概要は東海心理学会
月例会（1986年4月・静岡大学教育学部）で発表されたが・その際，静岡大学教育学部落合良行助教授をはじ
めとする諸先生方から貴重な御示唆を頂いた0いずれも明記して深く謝意を表します。
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J。neSeLaL．（1981）およびBell＆Daly（1985）は男女大

学生，Schultz＆Moore（1984）は男女老人で，高孤独

者の社会的不安が高いことを見出している。男女大学生

を対象としたPilkonis（1977）の研究によれば，社会的

不安は，社会的相互作用の回避や社会的状況への不適切

な関与傾向とされる内気さと高い正の相関がある。した

がって，男女大学生で孤独感と内気さとの間に高い正の

相関を得たCheek＆Busch（1981）やMaroldo（1981）

の研究も孤独感と社会的不安との関係を支持すると解さ

れる。

③S－M傾向：Snyder（1974）は，人には，自分の行

動の社会的適切さへの関心から，他者の行動に敏感にな

り，自分の行動を統制する傾向，すなわちS－M傾向が

あると主張し，その強さを測定するS－M尺度を作成し

た。この尺度は，a）自己呈示の社会的適切さへの関心，

b）適切な自己表出への手がかりとしての社会的比較情

報への注意，C）自分の自己呈示や表出行動を統制・変

容する能力，d）特定の状況でのこの能力の利用，e）自

己の表出行動や自己呈示の状況をこえての可変性，とい

う5つの内容領域からなる。

S－M傾向の強い人はさまざまな社会的状況に対する

適応が円滑にできるので，社会的関係に不満足が生起し

にくいはずであり，社会的関係の不全に由来する孤独感

が生じにくいと推測される。すなわち，孤独感とS－M

傾向との間には負の関係が予測される。しかし，男女大

学生を対象としたBell＆Daly（1985）の研究では，両

者の間に有意な関係は認められなかった。

Snyder（1974）はこの尺度を1次元的に扱っている

が，BriggseLal．（1980）や岩淵ら（1982）は，因子分析

によって，外向性，他者指向性，および演技性の3因子

を抽出した（両研究で因子構成項目に多少差異がある）。

また，Gabrenya＆Arkin（1980）は，芝居演技能力，社

交性一社会的不安，他者指向性，および談話能力の4因

子を得た。先述のBell＆Daly（1985）は，孤独感と

Briggsetal．（1980）が抽出した3因子との関係について

調べ，高孤独者の外向性傾向が低い一方で他者指向性傾

向が高いことを示す有意な相関を報告している。これは，

S－M傾向のどの側面が測定されているかによって孤独

感との関係が変化する可能性を示唆している。

ところで，Lennox＆　Wolfe（1984）は，1）S－M尺

度で抽出された因子がSnyder（1974）の先述の5内容

領域に対応していない，2）S－Mの適応的な定義に矛

盾する結果がある一一一例えば，Briggsetal．（1980）の研

究では，内気さは外向性因子と負の関係にあるのに他者

指向性因子とは正の関係にある－，という理由でS－

第26巻　第2号

M尺度に疑問を投げかけ，5内容領域に対応させて項目

の追加・削除による検討を加えた。しかし，a），b），C）

などに関連する項目からなる下位尺度は，適応の指標

となる測度との関係から，適応的概念と一致していると

は認められなかった。結局S－Mの概念定義を狭め，自

己呈示変容能力と他者の表出行動に対する敏感さの2下

位尺度から成る改訂S－M尺度を作成した。

これらのことを考慮すると，孤独感との関係をみる場

合には，狭められた定義に基づく改訂S嶋M尺度で測定

したほうがより望ましいかもしれない。

諸井（1985）は，以上に述べた自己意識傾向と孤独感

との関係を，高校1年生を対象として調べた。そして，

1）男女ともに，孤独感は，自尊心およびS－M傾向と

負の相関，社会的不安と正の相関をもつ，2）男子での

み孤独感と私的自己意識との間に正の相関がある，3）

判別分析によれば，男子では自尊心および私的自己意識

が，女子では自尊心が孤独感の有意な規定因として認め

られる，という結果を得た。

一方，加藤（1973）は，青年期の前・中・後期の各特

徴を述べているが，それによると，中期にある高校生の

場合，“主観的な世界の中で自己との戦いに没頭してい

る時期’’とされる。男子において孤独感と私的自己意識

とが正の相関を示したことは，この時期の心性に照らし

て理解できる。

ところで，中期とは対照的に，大学生がおかれている

青年期後期は，主観と客鱒をともに肯定する時期であり，

自我の社会的承認や社会との調和を重視する時期と特徴

づけられる。したがって，高校生に比べて，大学生の孤

独感は公的自己意識やS－M傾向とも強い関わりをもつ

と予測される。

本研究では，大学生を対象として，孤独感と自己意識

傾向との関係を調べ，高校生について得た結果（諸井，

1985）と比較することによって，青年期の各時期，とり

わけ中期から後期にかけての孤独感の様相の推移を理解

することを第1の目的とする。

ところで，先述したように，本来1次元的に扱われて

いるSnyder（1974）のS－M尺度については，1次元

的よりもむしろ多次元的構造であるという研究知見があ

る。他方，S－M尺度を高校生に実施した諸井（1985）

の研究では明確な因子構造が得られず，そのために尺度

を1次元的に扱っている。このように，この尺度につい

ては，なお問題が残されている。現に，Lennox＆

Wolfe（1984）による批判的論評や全面的改訂の試みも

あり，その再検討が必要とされる。

そこで，本研究では，大学生を対象としてSnyder
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（1974）のS－M尺度とLennox＆Wolfe（1984）の改訂

S－M尺度に関して検討を加えることを第2の目的とす

る。

方　　　　法

被験者および質問紙の実施

国立大学2校（以下，A大学，C大学と略す），私立

大学1校（以下，B大学と略す）の教養部で“心理学’’

を受講している1，2年生を調査対象とした。A大学は

名古屋市内，B大学は名古屋市近郊，C大学は静岡市内

にある。

質問紙は，“大学生の意識”調査の名目でA大学およ

びB大学は1984年11月下旬，C大学では1985年7月上旬

に，それぞれ記名方式で実施した。

記入もれのあった数名の者を除き，396名を分析対象

とした（A大学：男子139名，女子48名；B大学：男子

85名，女子12名；C大学：男子33名，女子79名）。

質問紙の構成

質問紙は，回答者の基本的属性に加え，UCLA孤独

感尺度および自己意識傾向に関する4尺度から構成され

ている。

（∋UcLA孤独感尺度：RusselleLal．（1980）による改

訂版を用い，20項目のそれぞれについて，日ごろ自分が

感じている程度を“たびたび感じる－’から“けっして感

じない”の4点尺度で評定させた。孤独感が強いほど高

得点になるようにした（1点から4点）。

②自己意識傾向に関する尺度：Snyder（1974）のS－

M尺度（25項目），Lennox＆Wolfe（1984）の改訂S－

M尺度（13項目），FenigsteinetaL．（1975）の自己意識尺

度（23項目），およびRosenberg（1979）の自尊心尺度

（10項目）を用いた。各項目が自分自身にあてはまる程

度を“かなりあてはまる－’から“ほとんどあてはまらな

い●●の5点尺度で評定させた。当該の尺度の概念に一致

するほど高得点になるようにした（1点から5点）。

なお，尺度の順序効果をなくすために各尺度はランダ

ムに配列し，さらに項目の順序効果をなくすために各尺

度で項目順序の異なる4つのタイプの尺度を用いた。

結　　　　　果

孤独感尺度の検討

①尺度の信頼性：396名を対象として，尺度の内的整

合性を検討した。

GP分析では20項目すべてで有意差が見出され

（バ110．13－204）＝7．71～18．28，♪＜．001），当該項目で

の得点と当該項目を除く総和得点との相関もすべての項

目で有意であった（ri＝．287～．679，♪＜．001）。したがっ

て，20項目はいずれも高い弁別力をもつと考えられ，20

項目でのCronbachのa係数は．905（男子．910；女子

．889）と十分に高かった。したがって，先行研究と同様

に20項目の合計得点を孤独感得点とした。

②尺度得点の性差：男女の孤独感得点を比較したとこ

ろ（男子：39．46，∫β＝9．80；女子：37．17，且D＝7．92），

男子のほうが女子よりも孤独感が有意に高い傾向が見出

された（バ336．63）＝2．53，♪＜．05）。諸井（1984）は，

女子に限り，自宅通学者と下宿生活者との間に差がある

ことを認めている。この回答者の居住環境条件（自宅通

学者，下宿生活者）の効果も検討するために，居住環境

条件×回答者の性の分散分析を行ったが（セル内の人数

が不均等であるため一括投入型回帰的分析法を用いた），

性の主効果のみが有意であった（ダ（1／392）＝5．89，♪＜

．05）。大学1年生のみを対象としても（〃＝335），やは

り性の主効果のみが有意であった（ダ＝（1／331）＝5．09，

♪＜．05）。したがって，居住環境条件にかかわりなく，

男子のほうが女子よりも孤独感が高いといえる。

自己意識傾向に関する尺度の検討

各尺度の検討は，孤独感尺度と同様に，396名を対象

とした。S－M尺度，改訂S－M尺度，および自己意識

尺度での因子分析には主因子法を用い，1）直交回転後

の因子負荷量が．400以上であること，2）重複して1）

のことが複数の因子次元に生じていないこと，を基準と

して各因子次元の代表項目を選択した。男女間での因子

の類似度の検討には，Harman（1967）の方法を用いた。

各尺度での項目分析は，当該項目での得点と当該項目

を除く総和得点との相関，およびGP分析（上位，下位，

それぞれ約25％）によった。なお，以下の記述での項目

番号は，それぞれの原尺度での番号に従っている。

①S－M尺度：大学生を対象とした岩淵ら（1982）に

よれば，この尺度は外向性，他者指向性，および演技性

の3因子から成る。本研究でも25項目について因子分析

を試み，説明率は37．4％と少し低いが，最も解釈可能で

あり，男女の結果が似ている（因子の類似度：第Ⅰ因子

．953；第Ⅲ因子．868；第Ⅲ因子．833），3因子解を採用し

た。

第Ⅰ因子は他者に対する積極的な行動傾向を意味する

一一外向的演技性”因子（項目1，8，12，14，18，20，

21，22，23），第［因子は真の自己の状態とは異なる外

見的な自己を意図的につくることを意味する“仮面性M

因子（項目10，13，15，24，25），第m因子は他者への

過度の同調を意味する“へつらい”因子（項目3，17）

と解釈された。これらの結果は岩淵ら（1982）とは異な

－153－



実験社会心理学研究

る。各因子項目の単純合計得点をもって下位尺度得点と

した（下位尺度得点間の相関：Ⅰ－Ⅲ：r＝．178；Ⅰ－

Ⅲ：r＝．229；Ⅲ－Ⅲ：r＝．232，すべて♪＜．001）。

各尺度でのα係数は，それぞれ，．814（男子．820，女

子．801），．654（男子．657，女子．652），および．514（男

子．522，女子．494）であった。なお，各尺度ごとに項目

分析を行い，各項目の弁別力を確認した。

次に，25項目全体についても項目分析を行い，項目2，

9，16を除く22項目での合計得点をS－M得点とした。

22項目でのα係数は．813（男子．826；女子．780）であっ

た。

（参改訂S－M尺度：Lennox＆Wolfe（1984）によれ

ば，この尺度は●‘他者の表出行動に対する敏感さ”下位

尺度（項目2，4，5，6，8，11）と“自己呈示変容

能力”下位尺度（項目1，3，7，9，10，12，13）か

ら構成されている（以下，それぞれ敏感さ，変容能力と

略す）。13項目を対象として因子分析を試み，2因子解

を求めたところ（説明率50．4％），項目7を除きLennox

＆Wolfe（1984）と同じ結果が得られた。彼らに従って，

斜交解も検討したが同じ結果をもたらした。次に，男女

別に2因子解を求め，因子の類似度を検討したところ，

男女の結果はかなり類似していた（因子の類似度：第Ⅰ

因子．984；第Ⅲ因子．963）。

したがって，項目7を除き，原尺度での分類に従って，

2つの下位尺度項目の単純合計得点をそれぞれの下位尺

度得点とした。両下位尺度得点間の相関は．455（タ＜

．001）で，Lennox＆Wolfe（1984）の研究（r＝．22）よ

りも高かった。

各尺度でのα係数は，それぞれ，．842（男子．859，女

子．799），および．785（男子．796，女子．746）であった。

各尺度ごとに項目分析を行い，各項目の弁別力も確認し

た。

③自己意識尺度：23項目について因子分析を行い，3

因子解（説明率43．9％）を求めたところ，原尺度での

“私的自己意識”因子，“公的自己意識”因子，および

“社会的不安”因子が，それぞれ，本研究での第Ⅰ因子，

第1因子，および第m因子に対応していた。また，男女

別の因子分析の結果も類似していた（因子の類似度：第

Ⅰ因子．979；第Ⅲ因子．938；第Ⅲ因子．914）。

全体での因子分析の結果に基づいて，“私的自己意識”

尺度項目（項目1，3，5，7，9，13，15，20，22），

“公的自己意識”尺度項目（項目11，14，17，19，21），

および－社会的不安”尺度項目（項目4，10，12，16，

23）を選別し，それぞれの単純合計得点を下位尺度得点

とした。下位尺度得点相互の関係はFenigsteinetal．

第26巻　第2号

（1975）の結果に類似していた（Ⅰ－Ⅲ：r＝．453；Ⅰ－

Ⅲ：r＝・192；Ⅲ－Ⅲ：r＝．266，すべて♪＜．001）。

各尺度でのα係数は，それぞれ，．815（男子．807，女

子．827），．764（男子．749，女子．761），および．683（男

子．654，女子．727）であった。なお，各尺度ごとに項目

分析を行い，各項目の弁別力を確認した。

④自尊心尺度：項目分析の結果，諸井（1985）の場合

と同様に項目8を除く9項目での単純合計得点を自尊心

得点とした。α係数は．858（男子．糾5，女子．876）であっ

た。

⑤項目の順序効果：項目の順序効果の検討を行ったと

ころ，S－M尺度のへつらい得点を除いて（ダ（3／392）

＝4．14，♪＜．01），4つのタイプ間に差は認められなかっ

た（F（3／392）＝0．17～1．66，m∫．）。後述するように，へ

つらい得点では男女差が認められたが，男女間で質問紙

の配布に偏りがなかったので，本研究ではこの順序効果

は無視することにした。これは2項目ではやや不適切で

あることを示唆しているといえよう。

⑥性差：自己意識傾向に関する諸測度の男女別平均値

をTablelに示す。

Tablel

自己意識傾向に関する諸測度の男女別平均値

男子　　　女子　　　男女差
〃＝257　〃＝139　　　－g検定－

S－M 64．61　　66．36　　　g＝1．70d

（10．68）（9．20）　〃主320．62

外向的演技性　24．42　　25．15　　J＝1．17
（6．14）（5．67）　〃≒394

仮　面　性　　15．45　　15．83　　g＝1．04
（3．46）（3．47）　〃±394

へつ　らい　　　6．09　　　6．36　　　g＝1．74d

（1・64）（1．41）　〃±320．30

敏　感　さ　　18．07　　19．01
（4．81）（4．02）

変容能力　17．61　1岳．62
（4．22）（3．59）

私的自己意識　30．89　　32．24
（5．60）（5．31）

公的自己意識　17．35　　19．69
（3．78）（3．16）

社会的不安

自　尊　心

16．03　　16．65

（3．71）（4．11）

29．13　　　27．45

（6．47）（6．85）

J＝2．06C

〃≒＝328．23

′＝2．51ぐ

〃±323．91

J＝2．34C

材≒＝394

g＝6．57a

㌍328．24
g＝1．52

〃≒＝394

J＝2．41C

折394

（）内：∫D

a：♪＜．001；C：♪＜．05；d：♪＜．10
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敏感さ，変容能力，私的および公的自己意識の得点は

いずれも女子のほうが男子よりも有意に高かった。S－

Mおよびへつらいの得点についても同様の傾向性が得ら

れた。また，自尊心得点については男子のほうが有意に

高かった。私的および公的自己意識では菅原（1984）が，

自尊心では山本ら（1982）が，大学生で同様の傾向を得

ている。

⑦S－M尺度と改訂S－M尺度との関係：S－M尺度

と改訂S－M尺度との関係をTable2に示す。

Table　2

セルフ・モニタリング尺度と改訂セルフ・モニタ
リング尺度との関係　－ピアソン相関－

改訂セルフ・モニタリング尺度

敏感　さ　　　　変容能力

セ
ル
フ
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
尺
度

S－M

外向的演技性

仮　面性

．402a

．287a

．348a

．282a

．313a

．187b

へつ　ら　い　　　　．060

－．083

．640a

．59la

．591a

．479a

．387a

．38la

．207a

．298a

上段：男子（257名）；下段：女子（139名）
a：♪＜・001；b：♪＜．01

へつらいと敏感さとの関係を除くすべての組み合わせ

で有意な正の相関が得られた。変容能力のほうが敏感さ

よりもS－M尺度との関係が強い傾向がうかがわれる。

⑧両S－M尺度と自己意識尺度との関係：S－M傾向

に関する尺度と自己意識尺度との関係をTable3に示

す。

S－M得点は，私的および公的自己意識との間に有意

な正の相関，社会的不安との間に有意な負の相関があっ

た。しかし，岩淵ら（1982）の知見に一致して，私的自

己意識との相関は小さい。

S－M3下位尺度得点では，外向的演技性と社会的不

安との間に有意な負の相関がみられ，また，仮面性と私

的および公的自己意識との間に，へつらいと公的自己意

識との間にそれぞれ有意な正の相関が得られた。これら

の相関上の差異は，S－M3下位尺度得点が自己の行動

の統制・調整傾向の異なる側面を反映していることを示

唆している。

改訂S－M尺度の両得点は，自己意識尺度の3下位尺

度と全体的に有意な関係が認められた。Lennox＆

Wolfe（1984）は，敏感さと私的自己意識との間に有意

な正の相関，変容能力と社会的不安との間に有意な負の

相関を得ているが，相関の大きさからみると，本研究の

結果も彼らの結果にほぼ一致していると判断できる。

Table　4

孤独感尺度と自己意識傾向との関係

－ピアソン相関－

男　子　　　　女　子

〃＝257　　　　　〃＝139

S－M　　　　　　　　一．299a　　　　　－．282a

外向的演技性　　　　－．425a　　　　－．446a
仮　面　性　　　　　．097　　　　　．124
へつ　ら　い　　　　　　－．087　　　　　．045

敏　感　さ　　　　　－．051　　　　－．264b
変容能カ　　　　　ー．319a　　　　－．270a

私的自己意識　　　　．136C　　　　－．033
公的自己意識　　　　－．085　　　　　．066
社会的不安　　　　　．392a　　　　．444a

自　尊　心　　　　　－．453a　　　　－．442a

a：♪＜・001；b：♪＜．01；C：♪＜．05

Table　3

セルフ・モニタリング傾向と自己意識との関係　－ピアソン相関

S－M　外向的演技性　仮面性　へつらい　敏感さ　　変容能力

私的自己意識

公的自己意識

．152ぐ

．247a

．218a

．301a

社会的不安　　　－．457a
－．369a

．033

．147d

．075

－．063

－．5718

－．614a

．313a

．258b

．21Za

．444a

－．106d

．138

．024　　　　．252a

．004　　　　．370a

．225a　　　　．220a

．393a　　　．148d

．050　　　－．20la

．082　　　－．134

．140C

．193C

．196b

．196C

－．400a

－．241b

上段：男子（257名）：下段：女子（139名）

a：♪＜・001；b：♪＜．01；C：ク＜．05；d：♪＜．10
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孤独感と自己意識傾向との関係

1．相関分析

Table4に，孤独感と自己意識傾向との男女別相関を

示す。

男女ともに，高孤独者は，S－M傾向および自尊心が

低く，さらに社会的不安傾向が高いことをそれぞれ示す

有意な相関が得られた。また男子でのみ，高孤独者が自

己の内面に注意を向ける有意な傾向が認められた。これ

らの結果は諸井（1985）が高校生について得た知見と

まったく一致している。

この他，男女ともに，高孤独者の外向的演技性および

自己呈示変容能力が低いことをそれぞれ示す有意な相関

が得られ，女子でのみ高孤独者の他者の表出行動に対す

る敏感さが低い有意な傾向があった。

2．重回帰分析

孤独感と自己意識傾向との関係をより明確にするため

に3通りの重回帰分析を行った（変数増減法）。これら

の分析での説明変数候補をTable5，重回帰分析の結

果をTable6に示す。

①男子：いずれの分析でも，私的および公的自己意乱

社会的不安，さらに自尊心が孤独感の有意な規定因とし

て認められた。偏回帰係数の方向は公的自己意識を除き

先の相関分析での傾向と一致している。公的自己意識に

ついては高孤独者がこの点での自己意識が弱いといえ

る。

この他，高孤独者の特徴として，分析Ⅰでは全体的な

S－M傾向が低い（ただし，傾向性），分析Ⅲでは外向

的演技性が低く，仮面性が高い，分析Ⅲでは変容能力が

低い（ただし，傾向性），という傾向が見出された。

②女子：いずれの分析でも，社会的不安および自尊心

が孤独感の有意な規定因として認められた。この他，分

Table　5

孤独感と自己意識傾向との関係に関する重回帰分析

（変数増減法）の方法

従属変数：孤独感

説明変数候補

［分析Ⅰ】私的自己意識，公的自己意識，
社会的不安，自尊心，S－M

［分析Ⅲ］

［分析Ⅲ］

的
心
面

公
尊
仮
，
臼
．

識
．
性

意
安
技

己
不
演

白
的
的

的
会
向

私
社
外

自己意識

性 へつらい

識
さ
意
感
己
敏
白
，
的
心
公
尊，自

識
，
意
安
己
不
力

白
的
能

的
会
容

私
社
変

変数の追加・除外基準：♪＜．10

Table　6

孤独感と自己意識傾向との関係

重回帰分析（変数増減法）の結果

説明変数　　　　標準偏回帰係数

【男　子】　N＝257

分析Ⅰ

分析Ⅲ

分析Ⅲ

自尊心
社会的不安
公的自己意識
私的自己意識
S－M

一．326a

．209b

－．195b

．174b

－．121d

月2＝・306，ダ（5／251）＝22・17，♪＜・001

自尊心
外向的演技性
仮面性
公的自己意識
社会的不安
私的自己意識

－．291a

－．28la

．186a

－．202a

．149C

．123C

月2＝・362，ダ（6／250）＝23・59，♪＜・001

自尊心
社会的不安
公的自己意識
私的自己意識
変容能力

一．305a

．232a

－．204a

．174b

－．109d

月2＝・305，ダ（5／251）＝22・04，♪＜・001

【女
分析Ⅰ

分析Ⅲ

分析Ⅲ

子】　〃＝139

社会的不安　　　　　　．297a

自尊心　　　　　　　　一．294a

尺2＝・292，ダ（2／136）＝24・10，♪＜・001

外向的演技性　　　　　－．198C
自尊心　　　　　　　　－．237b
社会的不安　　　　　　．204C

月2＝・284，ダ（3／135）＝17・82，♪＜・001

社会的不安　　　　　　．289a

自尊心　　　　　　　　－．263b

敏感さ　　　　　　　　－．172亡

児2＝・290，ダ（3／135）＝18・39，♪＜・001

a：♪＜・001；b：♪＜・01；C：♪＜．05；d：♪＜．10

析Ⅲでは外向的演技性，分析Ⅲでは敏感さが孤独感の有

意な規定因であった。これらの偏回帰係数の方向は先の

相関分析の傾向と一致している。

③高校生（諸井，1985）についての再分析：諸井

（1985）が高校生について得たデータを重回帰分析に

よって再分析した結果をTable7に示す。男子では自

尊心および私的自己意識が，女子では自尊心が，それぞ

れ，判別分析と同様に孤独感の有意な規定因であったが，

男女ともにS－M傾向でも傾向性が認められた。

3．判別分析

諸井（1985）は，孤独感と自己意識傾向との関係をみ
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Table　7

高校生における孤独感と自己意識傾向との関係
（諸井，1985）－重回帰分析（変数増減法）
による再分析結果－

説明変数　　　　標準偏回帰係数

【男　子】　〃＝89

自尊心

私的自己意識
S－M

一．412a

．247b

－．169d

月2＝・298，Fr3／85）＝12・00，♪＜・001

【女　子】　〃＝93

自尊心　　　　　　　　　－．476a

S－M　　　　　　　　　　－．160d

月2＝・296，∫（2／90）＝18・93，♪＜・001

a：♪＜・001；b：♪＜．01；d：♪＜．10

Table　8

孤独感と自己意識傾向との関係
判別分析（一括投入法）の結果

標準化判別係数
説明変数　　　　分析Ⅰ　分析Ⅲ　　分析Ⅲ

【男　子】
自尊心
私的自己意識
公的自己意識
社会的不安
S－M

外向的演技性
仮面性

へつらい

敏感さ
変容能力

重心　低孤独群
高孤独群

分類成功率

．537b　　．444a　　．475a

－．313d　　－．223　　－．261

．469b　　．422C　　．477b

－．561b　　－．405C　　－．63la

．248　　　　日書　　　　目●

…　　．532b H書

目●　　－．332C H●

…　　　．006　　　　日■

…　　　　…　　－．177

…　　　　…　　．28ld

．810　　　．899　　　．815

－．798　　－．887　　－．803

78．4％　　78．4％　　76．3％

【女　子】
自尊心
私的自己意識
公的自己意識
社会的不安
S－M

外向的演技性
仮面性
へつらい

敏感さ
変容能力

重心　低孤独群
高孤独群

分類成功率

．346　　　．288　　　．344

．136　　　．131　　－．006

．072　　　．166　　　．056

－．741b　－．700C　　－．650b

．189　　　　日書　　　　目●

…　　　．238　　　　日書

目●　　－．092　　　　日●

州　　　．024　　　　日●

…　　　　…　　　．293

…　　　　…　　　．244

．756　　　．763　　　．803

－．756　　－．763　　－．803

76．3％　　73．4％　　76．3％

a：p＜・001；b：p＜．01；C：p＜．05；d：），＜．10

るために判別分析（一括投入法）を行っている。本研究

でも，男女それぞれの孤独感得点分布での上位，下位25％

を基準に高孤独群（男子：70名，46－80点；女子：40名，

42－60点）と低孤独群（男子：69名，20－32点；女子：

40名，23～31点）とを選別し，3通りの判別分析（一括

投入法）を行った。その結果をTable8に示す。男女

ともに，すべての分析で有意な判別関数が得られた（男

子：それぞれ，ダ（5／133）＝17．45，ダ（7／131）＝15．14，

ダ（6／132）＝14．60；女子：それぞれ，ダ（5／74）＝8．69，

ダ（7／72）＝6．14，ダ（6／73）＝8．05，すべて♪＜．001）。

男子では，分析ⅠでのS－M，分析［およびⅢでの私

的自己意識を除き，先の重回帰分析の結果と同じ説明変

数が有意であった。分析ⅠでのS－M，分析ⅢおよびⅢ

での私的自己意識の判別係数の大きさと方向は有意でな

いが，重回帰分析の結果と一致している。

女子では，いずれの分析においても社会的不安のみが

有意な説明変数であった。分析Ⅰでの自尊心，分析口で

の自尊心および外向的演技性，分析Ⅲでの自尊心および

敏感さの判別係数の大きさと方向は，有意ではないが，

重回帰分析の結果と一致している。

以上の結果から，1）重回帰分析と判別分析とはほぼ

一致した結果を示す，2）高校生（諸井，1985）と比べて，

男子では公的自己意識および社会的不安が，女子では社

会的不安が孤独感との強い関係を示す，といえよう。

考　　　　　察

孤独感得点における性差

高校生での傾向（諸井，1985）と一致して，本研究の

大学生についても孤独感は男子のほうが女子よりも有意

に高かった。Borys＆Perlman（1985）は，過去の孤独

感研究における性差を検討し，1）UcLA孤独感尺度を

用いると男子のほうが孤独感が高い，2）孤独感につい

て直接尋ねる自己ラベリング測度では逆に女子のほうが

孤独感が高い，という矛盾した傾向を見出した。彼らは，

高孤独者の特徴をもつ刺激人物に対する印象評定実験の

結果に基づき，この矛盾する傾向を性役割に従って解釈

した。つまり，男子は，性役割上，情動的弱きや苦悩の

表明が許容されないので，1）孤独状態におちいりやす

く，孤独感に関する間接的表現項目から成るUCLA孤

独感測度では高孤独方向に反応するが，2）孤独感につ

いて直接尋ねられたときには，それを否定する傾向があ

るために，自己ラベリング測度では孤独感が低くなる，

というのである。

ところで，Spenceらの個人的属性質問紙を用いた

Berg＆Peplau（1982）は男女大学生，Bemの性役割イ

－157－



実験社会心理学研究

ンヴェントリーを用いたAvery（1982）は男女中高生

で，それぞれ男性的であるほど孤独感が低いという有意

な相関を得た。これは，Borys＆Perlman（1985）の性

役割に基づく性差の解釈に反している。しかし，女性的

であるほど孤独感が低い傾向を示す有意な相関が，前者

では女子でのみ，後者では男女ともにあったことは彼ら

の解釈を支持するといえる。

ところで，本研究では，孤独感における性差の方向と

対応して，女子のS－M傾向は男子よりも有意に強かっ

た。しかし，孤独感と自尊心とは負の関係にあるのに，

男子は，女子に比べ，孤独感とともに自尊心も高かった。

この一見矛盾する傾向は高校生（諸井，1985）の場合と

同様であった。梶田（1980）は，高校生および大学生の

自己評価的意識の構造的特徴について，女子では“他者

のまなざし”に関する意識が中心的であるのに，男子で

は“自己へのまなざし”と“他者のまなざし”の両意識

が括抗すると指摘している。また，山本ら（1982）は，

大学生について，男子では内面的資質についての自己認

知が，女子では対人的側面や社会的属性についての自己

認知が，それぞれ自尊心と深く関わっていることを見出

した。

このような他者との関係についての評価的意識は，孤

独感と密接に関係すると考えられる。それは，すなわち，

孤独感が社会的相互作用についての願望水準と達成水準

とのずれによって生じるとされるからである（Peplau＆

Perlman，1979）。そう考えると，男子の自尊心が孤独感

と負の関係を示しながら，他者との関係についての評価

的意識と独立した自己の内面性の肯定的評価に基づいて

維持されるということもありうる。この点については，

先に述べた孤独感の性差の機制とともに，今後引続き検

討しなければならない。

孤独感と自己意識傾向

単純相関による分析結果は，男女ともに高校生と同じ

パターンを示した。つまり，孤独感は，男女ともに自尊

心およびS－M傾向との間に有意な負の相関，社会的不

安との間に有意な正の相関が認められ，さらに男子での

み私的自己意識との間に正の相関があった。また，S－

M尺度について本研究で見出された外向的演技性因子，

改訂S－M尺度の自己呈示変容能力因子はそれぞれ孤独

感との間に男女ともに有意な負の相関があり，女子では

他者の表出行動に対する敏感さ因子についても有意な負

の相関が得られた。

ところが，重回帰分析や判別分析を用いて孤独感と自

己意識傾向との関係を調べると，以下のような，高校生

とは異なる様相が見出された。
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高校生では（諸井，1985），孤独感の有意な規定因と

して，男子では自尊心および私的自己意識，女子では自

尊心が認められ，重回帰分析によって再分析したところ，

男女ともにS－M傾向にも傾向性があった。ところが，

大学生においては，男子では自尊心，社会的不安，私的

および公的自己意識，さらにS－M傾向が（ただし，S

－Mは判別分析では有意ではなかった），女子では社会

的不安および自尊心が（ただし，自尊心は判別分析では

有意ではなかった），それぞれ孤独感の有意な規定因で

あった。

このように，先述の加藤（1973）の指摘と一致して，

青年期後期になると，男子で社会的不安，公的自己意識，

およびS－M傾向，女子で社会的不安，という他者との

関係に関する自己意識も孤独感に関わりをもつようにな

るという特徴的傾向が認められる。また，高校生と同様

に，男子に比べて女子の孤独感は，本研究でとりあげた

自己意識傾向の諸側面との関係をあまりもたなかった。

本研究では，Snyder（1974）のS－M尺度について抽

出された3因子や（分析］），Lennox＆Wolfe（1984）

の改訂S－M尺度での2下位尺度（分析Ⅲ）を加えた分

析も行った。分析Ⅲでは外向的演技性が男女ともに孤独

感の有意な規定因であったが，仮面性については男子で

のみ有意な規定因として認められ，偏回帰係数の方向は

高孤独者が真の自己の状態とは異なる外見的な自己を意

図的につくりだす傾向が強いことを示した。

分析Ⅲでは，男子では自己呈示変容能力が，女子では，

他者の表出行動に対する敏感さが，それぞれ孤独感の有

意な規定因として認められた。自己呈示変容能力は自己

の行動統制に関するものであり，他者の表出行動に対す

る敏感さは他者の行動の観察に中心がある。適応のため

の社会的技能としてともに重要であるが，性役割上，独

立性がより強く求められる男子ではとくに自己呈示変容

能力が，他者依存的である女子では他者の表出行動に対

する敏感さが重要となり，それらが欠けると円滑な社会

的相互作用を妨げ，結果として孤独感に結びつくと考え

られる。しかし，両得点ともに女子のほうが男子よりも

有意に高いことを考慮すると，この解釈を全面的に認め

るわけにはいかない。

S－M尺度の検討

本研究は，高校生を対象とした先の研究（諸井，1985）

とは，1）Snyder（1974）のS－M尺度に関して3因子

が抽出された，2）自己呈示変容能力および他者の表出

行動に対する敏感さに関する2下位尺度から成るLen－

nox＆Wolfe（1984）の改訂S－M尺度を用いた，とい

う点で異なる。
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S－M尺度に関して見出された3因子は，先行研究で

の因子分析の結果とは異なるが，1）仮面性およびへつ

らいでのα係数が低い，2）外向的演技性での大半の項

目は反対方向項目であり，仮面性の項目はすべて正方向

項目である，という点で，尺度構成上の開通を示してい

る。

孤独感との関係では仮面性の傾向が特徴的であった。

つまり，外向的演技性とは逆に仮面性は孤独感の有意な

正の規定因であった。Lennox＆Wolfe（1984）が批判す

るように，適応的概念であるS－Mの下位因子が孤独感

と正の関係にあるのは矛盾している。しかし，S－Mの

問題とは独立に仮面性の概念を提起した梶田（1980）

は，“自己意識と自己表出のずれが自己の仮面性として

意識”されるとし，本来はこの仮面性が対人関係の円滑

化機能をもつが，他方で“素顔提示と仮面化との追いか

け合い’’におちいる可能性をはらむことを指摘してい

る。すなわち，仮面性と孤独感との関係はS－M尺度自

体の不適切さを示すものとはいえ，梶田（1980）の捷起

した仮面性の観点からみるならば，今後も検討の余地の

ある興味ある傾向だといえる。

一方，改訂S－M尺度に関しては，1）因子分析によっ

て抽出された2因子は原尺度での2下位尺度によく対応

している，2）各下位尺度は十分な高さのα係数を示す，

2）私的および公的自己意識傾向，さらに社会的不安と

の関係がLennox＆Wolfe（1984）の結果とほぼ一致し

ている，という点で尺度の妥当性が確認された。さらに，

孤独感との関係についても，男子では自己呈示変容能力

が，女子では他者の表出行動に対する敏感さが有意な規

定因として認められ，狭義のS－Mの2側面と孤独感と

の関係が男女によって異なるという興味ある傾向を検出

できた。このように，改訂S－M尺度についてはその有

用性を認めることができた。

今後の課題

本研究では，青年期中期にある高校生について得た結

果（諸井，1985）との比較から，青年期後期にある大学

生の孤独感には他者との関係についての自己意識も関わ

りをもつようになるという特徴的な傾向を認めることが

できた。この傾向は，青年期中期お享び後期に関する加

藤（1973）の指摘と一致している。

今後は，先述した1）孤独感の高さに性差が生じる機

制，および2）男子に比べて女子では孤独感と自己意識

傾向の諸側面との関係が希薄である原因，などについて

検討しなければならない。また，青年期前期を対象に加

えるとともに，同一期にある青年についても，たとえば

学生と勤労青年とを比較するなどして，青年期全体にお

ける孤独感の様相の推移をさらに詳細に解明していきた

い。

また，本研究の第2の目的であった2つのS－M尺度

の比較についても，尺度構成上の観点からの再検討に加

え，1）梶田（1980）が提起している仮面性の概念的枠

組の中で，Snyder（1974）のS－M尺度で得られた仮面

性因子をとらえなおす，2）Lennox＆Wolfe（1984）の

S－M尺度の2因子を性役割と関連づける，ことを中心

とする再検討が必要であろう。

要　　　　　約

本研究は，大学生における孤独感と自己意識傾向の諸

側面との関係について検討し，高校生の結果（諸井，

1985）との比較によって，青年期後期における孤独感の

様相を明らかにすることを主目的とした。また，S－M

傾向を測定する2種の測定を併用し，それぞれの孤独感

との関連も含めた妥当性を検討した。被験者は男女大学

生396名であった。UCLA孤独感尺度とともに，自己意

識傾向に関する測度として，Rosenberg（1979）の自尊

心尺度，FenigsteineLal．（1975）の自己意識尺度，Snyd－

er（1974）のS－M尺度，Lennox＆Wolfe（1984）の改

訂S－M尺度が用いられた。

主要な結果は以下の通りであった。

1）男子の孤独感は，女子よりも有意に高かった。

2）孤独感は，男女ともに自尊心およびS－M傾向と

の間に有意な負の相関，社会的不安との間に正の相関が

あり，さらに，男子では私的自己意識との間に正の相関

が認められた。これらの傾向は高校生と同じであった。

3）重回帰分析や判別分析によると，男子では自尊心，

社会的不安，私的および公的自己意識，さらにS－M傾

向が，女子では社会的不安および自尊心が，それぞれ有

意な孤独感の規定因であった。

4）2つのS－M尺度については，Lennox＆Wolfe

（1984）の改訂版のほうが尺度構成上の妥当性があると

いえるが，孤独感との関係では両尺度ともに興味ある知

見をもたらした。
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LONELINESS AND SELF－CONSCIOUSNESS

IN UNIVERSITY STUDENTS

KATSUHIDEMoROI

馳加地正価肌ゆ

ABSTRACT

This study examined the relationsofloneliness to

Various aspectsofself－COnSCiousnessin thelater stageof

adolescence．Five scales were administered to the under－

graduatesstudents（N＝396）fromthreeuniversities．The

scaleswereUCLALonelinessScale（Russellclal．．1980），

Self－Esteem Scale（Rosenberg，1979），Self－Consciousness

Scale（Fenigstein ct al．，1975），Self－Monitoring Scale

（Snyder，1974），and Revised Self－Monitoring Scale

（Lennox＆Wolfe，1984）．

The results were as follows：

1）Loneliness scores were higher for males than
for females．

2）Loneliness was correlated negatively to self－

esteem and self－mOnitoring，and positively to socialanxi－

ety．A correlation betweenloneliness and prlVate Self－

COnSCiousnesswaspositiveonlyfor males．

3）Multiple regression analyses and discriminant

analyses also suggested thatloneliness was related to

Self・COnSCiousnessin more aspects for males than for

females．

Key words：UCLALonelinessScale，loneliness，Self－eSteem，Self－COnSCiousness，Self－mOnitoring．
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